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正しく使って効率アップ 

 
オイルフリーレシプロコンプレッサ 

TCC-1.5R／2.2R 

取扱説明書 

安全にお使いいただくために必ずお読み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたびは『TCC-1.5R／2.2R』をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

 

 

●ご使用になる前に、この取扱説明書の  警告・  注意をよくお読み 

いただき正しくご使用ください。 

●この取扱説明書は、いつでも使用できるように大切に保管し、わからない時は 

再読してください。 
 

 

 

重要事項         本機は呼吸器系の機器など、生命に係る用途には使用できません。 
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○本製品は圧縮空気を製造する装置です。 
 また、圧縮空気の取り扱いに関しましては危険を伴いますので、専門の知識を習得したうえでご使用 

ください。 
○本製品は屋内でご使用ください。 
○この取扱説明書は、運転および保守点検を担当される取り扱い者の手近な所に保管しておいてください。 

なお、 製品の保証については、Ｐ１９を参照してください。 
○この取扱説明書・注意銘板の内容をよく読み、据え付け・運転・保守点検の実施および安全の情報や 

注意事項・操作・取り扱い方法などの指示に従い、正しくご使用ください。 
○ 常に、この取扱説明書に記載してある使用範囲を守ってご使用ください。また、正しい保守点検を行い、 

故障を未然に防止するようお願いします。 
○この取扱説明書に記載していない操作・取り扱い、純正部品以外の交換部品の使用や改造などを行わない 

でください。 機械の故障・人身災害の原因になることがあります。 

これらに起因する事故については、当社は一切の  責任を負いません。 
○この取扱説明書で理解できない内容・疑問点・不明確な点がございましたら購入先または当社にお問い 

合わせください。 
○この取扱説明書に記載している内容については、機器の改良などのため将来予告なしに変更することが 

あります。 
○運転不能・故障などが発生した場合は、すみやかに次のことを購入先または当社にご連絡ください。 
  ・機種 ・型式 ・製造番号など 
  ・異常内容（異常発生前後の状態を含め、できるだけ詳細にご連絡ください。） 
○本製品を廃棄するときは、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠し、必ず専門の産業廃棄物 

処理業者に 委託処理する必要があります。 
○圧縮機本体にはフッ素樹脂部品（ピストンリング・ライダーリング）が含まれています。 

フッ素樹脂部品を廃棄する場合は、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に従って処理を行い、 

絶対に焼却処理をしないでください。（熱分解すると有毒ガスが発生します。） 
○この製品は日本国内用として製造していますので、海外では使用しないでください。 

○この取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載したり、複写しないでください。 

 

 

 

 

ご使用方法を誤ると発火事故・感電事故などを起こす場合があります。 
据え付け・運転・保守点検の前に必ずこの取扱説明書をよく読み、正しくご使用ください。機器の知識・ 

安全の情報、そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。警告・注意の表示は危険かつ 

重要な情報を強調してあります。 

 

警告・注意の表示について 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 

可能性が想定される内容を示しています。  

 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定 

される内容および物的傷害の発生が想定される内容を示しています。 

 

重  傷： 失明・けが・やけど(高温・低温)・感電・骨折・中毒などで後遺症が残るものおよび 

        治療に入院・長期の通院を要するものを指します。 

傷  害： 治療に入院・長期の通院を要するものを指します。 

物的傷害： 財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大被害を指します。 

 

 

 

 

これらの安全上の注意は、より重要な面を補う提案です。機器・施設の安全な運転および保守のために 
各種規格・基準に従って安全施策を確立してください。 
当社は、これらの安全上の注意を無視した結果の責任は負いかねます。 

お願い 

安全上のご注意 

注意 

警告 
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特に安全上注意していただきたい内容について記載します。 

この他にも注意していただきたい項目が本文中に 記載してありますので順守願います。 

 

 

 

○吸入圧縮、圧送できるガスは空気のみです。空気以外のガス圧縮には絶対に使用しないで 

 ください。(火災・破損などの原因となります。) 

○呼吸器系の機器など、生命に係る用途には使用できません。 

 (本機器が破損・故障した場合、重大事故に繋がる恐れがあります。) 

○重要設備にご使用される場合は、保護装置の作動などにより、圧縮機が停止した場合や故障に 

備え予備機やそれに替わる装置を用意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上のご注意(続き) 

警告 
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運転するとき 

 

 

 

 

○電源スイッチが  ON  で圧縮機が停止している場合、空気タンクの圧力が低下すると自動的に 

運転を開始します。電源スイッチが  ON  のとき、および圧縮機運転中は回転部 (プーリ・ 

V ベルトなど)に手や顔を近づけないでください。(けがや事故の原因となります。) 

○圧縮機運転中および運転停止直後は、シリンダヘッド・シリンダ・吐出配管などが高温と 

なりますので触らないでください。(やけどの原因となります。) 

○圧縮機の回転方向を必ず確認してください。(P10参照) 

  (圧縮機過熱による破損・事故の原因となります。) 

 

 

 

 

○必ず、接地(アース)工事を行ってください。アースはD種接地工事を行ってください。 

 (漏電・感電・やけどの原因となります。) 

○停電および雷の場合、必ず元電源を切ってください。 

  (破損・事故の原因となります。) 

 

 

保守点検のとき 

 

 

 

 

 

○点検・整備を定期的に実施してください。(P13参照) 

  (破損・事故の原因となります。) 

○保守点検作業時は、必ず元電源を切り、空気タンク内の圧縮空気を完全に抜いてから行ってください。 

   (感電・けがの原因となります。) 

○ピストンリング・ライダーリング・各軸受けは標準的な使用で10,000時間が交換時間です。 

 10,000時間以上の使用は絶対にしないでください。10,000時間点検・整備は購入先または当社に 

依頼してください。(破損・事故の原因となります。) 

○部品交換する場合は必ず当社純正部品を使用してください。(破損・事故の原因となります。) 

○空気タンクにエアー漏れがある場合は絶対に使用しないでください。また、エアー漏れ箇所の 

補修、 改造も絶対に行わないでください。(破損・破裂による人事事故の原因となります。) 

○製品の改造および部品の改造は絶対に行わないでください。 

   (破損・事故の原因となります。) 

 

 

 

 

 

○ Vベルトは張り過ぎないでください。また油分・粉塵などが付着しないようにしてください。(P15参照) 

 (軸受・Vベルトの寿命低下の原因となります。) 

○1ヶ月以上運転を休止した後に運転を再開する場合、必ず無負荷運転を実施してください。 (P16参照) 

 (異常摩耗・破損・事故の原因となります。) 

 

 

 

 

安全上のご注意(続き) 

注意 

警告 

警告 

注意 
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本取扱説明書は、TCC-1.5R／2.2Rの仕様・構造・据え付け・運転・保守点検に関する説明書です。 

本取扱説明書にはTCC-1.5R／2.2Rの機能を円滑、かつ安全に発揮させるために必要な操作方法が記載 

されています 

                          

ご使用に際しては、下記の法規が適用されます。 

 

もくじ 

 

●各部の名称とはたらき・・・・・・・・・・・6 

 

●据え付け方法・・・・・・・・・・・・・・・6 

  1．移動するとき・・・・・・・・・・・・・6 

  2．据え付けするとき・・・・・・・・・・・7 

  3．配管するとき・・・・・・・・・・・・・8 

   4．配線するとき・・・・・・・・・・・・・9 

 

●運転のしかた・・・・・・・・・・・・・・・11 

  1．運転前の準備・・・・・・・・・・・・・11 

   2．試運転・・・・・・・・・・・・・・・・11 

   3．日常(定常)運転・・・・・・・・・・・・12 

    

●保守・点検・・・・・・・・・・・・・・・・13 

 

●機能点検・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

 

●故障の原因とその対処方法・・・・・・・・・18 

 

●仕様表・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

 

●消耗品・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 

 

●保証について・・・・・・・・・・・・・・・19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご使用に際して、本機を含めた機器・施設の安全な運転および保守のために、各種規格・基準に従って 

安全施策を確立してください。 

国や自治体の消防、電気、安全関連の法規・規則に従ってください。  

 

はじめに 
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各部の名称とはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

据え付け方法 

 

１．移動するとき   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

２．据え付けするとき  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔参考〕 

  ■発熱量と必要換気量(必要換気量は室温の上昇を5℃以内に保つために必要な換気容量です。) 

                                                                    

                       

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 TCC-1.5R TCC-2.2R 

発熱量    kJ/h(kcal/h) 5023kJ/h(1200kcal/h) 7116kJ/h(1700kcal/h) 

必要換気容量   m3/min 15m3/min 20m3/min 
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３．配管するとき  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートドレン附属のR1/4中間ニップル

1 4

1 2 3

6

5

A　詳細図

A

ゴムホース(アッセンブリホース)

ホース側はシールテープ不要

シールテープ

ドレン抜き

ドレン抜きを外して、R1/4中間ニップルを取り付けオードレンに接続

●オートドレンの接続

＊ドレン抜きを外す時、タンク内のドレンが出るので注意すること。

付属品一覧表

①

③ 異型アダプタ 2

2角ニップル　3/8

② ストレーナ 1

PF1/4×PT3/8

名称 個数番号

④

⑤

レギュレータ

オートドレン一式 1

1

⑥ 電源コード 1
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４．配線するとき  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力 

(kW) 
電源 

配線容量 漏電遮断器 

配線の 

最少太さ 

アース線の 

最少太さ 

手元ブレーカー 

容量 

手元遮断器 

容量 
型式 

定格電流 

[Ａ] 

1.5 
三相

200V 

1.6mm(2.0m㎡) 1.6mm(2.0m㎡) 15A 15A 
EB-50E 

※ 

15 

2.2 1.6mm(2.0m㎡) 1.6mm(2.0m㎡) 30A 30A 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2Pコネクタ　オートドレン接続

①③⑤へ接続 

接地(アース)

配線固定サドル

附属の電源コード



10 
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運転のしかた 

 

１．運転前の準備  

   

  ・各部のボルトやネジに緩みがなく、運送中の変形・破損がないことを確認してください。 

 

  ２．試運転・・・・作動に異常がある場合は購入先または当社までご連絡ください。  
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３．日常(定常)運転  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●過電流保護装置として、電磁開閉器内にサーマルリレーが装備されています。 

 サーマルリレーが作動した場合には、次の操作を行って下さい。 

  

①ON－OFFスイッチを  OFF  にし、元電源を切って下さい。 

②カバー下のネジを緩めてカバーを外して下さい。 

③赤色のリセットボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④カバーを元通りに取り付け、元電源を入れ、ON－OFFスイッチを  ON  にして下さい 

サーマルリレーが繰り返し作動する場合は、使用を中止し購入先または当社までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ

Ａ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
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保守・点検           

                                                                                                      

本機を良い状態で永くご使用いただきために、日常の手入れが大切です。下記一覧表の時期で点検・ 

整備を実施してください。故障・不具合が発生した場合は、購入先または当社までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）１.○印は運転開始後または部品交換後からの点検時間、●は部品交換時間を表します。 

２.点検整備は、運転時間または年数(月数)のうちどちらか早く達した時点で行ってください。 

３.※部の点検整備は購入先または当社に依頼してください。 

４.分解整備を行う場合は、必ずパッキンを新品に交換してください。 

５.空気タンクは、厚生労働省が定める圧力容器構造規格により、１年に１回以上の定期自主 

点検の実施およびその点検記録保管の義務があります。 

付属の第二種圧力容器点検記録用紙に従って点検を実施してください。 

また、点検記録を３年間保管してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 
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日常の点検・手入れ  
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毎月または250時間ごとの点検・手入れ  

 

●エアーフィルタR・クランクフィルタの点検・清掃 

①エアーフィルタR・クランクフィルタのカバーを 

 外してください。                                

②エアーフィルタR・クランクフィルタの詰め物を 

 外し、ブラシで清掃後エアー吹きしてください。 

●Vベルトの調整 

①ベルトの張り具合が適正かどうか確認してください。 

②ベルトが緩いとスリップし、破損・異音を発生 

します。 

 

 

 

 

 

 

バネ計りの読みFkg 適正値(δmm) 

2～3(新品ベルト3～4) 7 

 

③圧縮機プーリと電動機プーリのV溝の中心にずれや         

傾きがないか確認してください。 

(ずれや傾きは1mm以下であるように) 

 
 

 

 

1.清掃時はじん埃が目や口に入らないように注意してください。 

2.エアーフィルタＲの汚れ・目詰まりが激しい場合は、そのまま 

ご使用になりますと吐出し空気量の低下や圧縮機・エアーフィ 

ルタＲの破損につながる場合がありますので、新品に交換して 

ください。 

3.クランクフィルタの汚れ・目詰まりが激しい場合は、そのまま 

ご使用になりますと圧縮機・軸受の寿命低下・破損につながる   Vベルトの調整は必ず元電源を切ってから行ってください。 

場合がありますので、新品に交換してください 

 

 

 

 
1.Vベルトを張りすぎますと、ベアリング寿命を低下させ 

 ます。張り過ぎに注意してください。 

2.Vベルトに油分・粉塵などが付着しますと、ベルトの寿命 

を低下させます。油分・粉塵など付着のないように注意 

してください。 

毎年または3000時間ごとの点検・手入れ  

 

●空気弁の漏れ確認 

 止め弁を完全に閉じて最高圧力0.83MPaで停止させ、30分間放置し、圧力降下が最高圧力値の20％以内で 

あることを確認してください。 

圧力降下が最高圧力の20％を越える場合は、空気弁の漏れ・その他の漏れが多くっていますので購入先 

または当社へ点検をご依頼ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

警告 

注意 
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毎年または3000時間ごとの点検・手入れ  

 

●ピストンリング・ライダーリングの点検 

1本でも下表の厚さまで摩耗したら、セットで 

新品と交換してください。 

 

●軸受の点検・交換 

各軸受は、耐熱性グリースを密封したシールド 

ベアリングを使用しています。回転がスムーズ 

でなかったり、多量にグリースが洩れています 

と事故の原因となりますので、購入先または当 

社に修理を依頼してください。 

 

●ピストンリング・ライダーリングの交換 

      ピストンリング・ライダーリングは必ず交換 

してください。 

ピストンリング・ライダーリングの点検時に厚さ 

を測定して、巻末の点検整備記録表に記録し、 

リング交換時期の目安としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半径方向初期厚さ 

(mm) 

半径方向限界厚さ 

(mm) 
ピストンリング ライダーリング ピストンリング ライダーリング 

6.5 2.0 4.9 1.6 
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機能点検 

 

１．空気タンク充てん時間  

止め弁・ドレン抜きを閉じて空気タンクの圧力が0MPa～最高圧力に達するまでの標準時間は次の通り 

です。 

 

機種 
最高圧力 

MPa 

空気タンク容量 

L 

充てん時間 

秒 

TCC-1.5R 0.83 55 220 

TCC-2.2R 0.83 80 185 

 

 

上記以上の時間がかかる場合は、各部の漏れ・空気弁の異常・エアーフィルタRの目詰まり・ 

ピストンリングの摩耗などが考えられますので点検を行ってください。 
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故障の原因とその対処方法 

 

万一故障の場合は、原因とその対処方法について下表にまとめましたのでご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※部の処置は、購入先または当社に依頼してください。 

 

 

 

 

 

注意 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 
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仕様表 
 

 TCC-1.5R TCC-2.2R 

電  源 三相200V 三相200V 

電  流(50/60Hz) 7.8/7.5A 11/10.4A 

出  力 1.5kW 2.2kW 

最高圧力 0.83MPa 0.83MPa 

制御圧力 0.59MPa～ 0.83MPa 0.59MPa～0.83MPa 

吐出し空気量 130L/min 200L/min 

空気タンク容量 55L 80L 

騒音値(正面1.5m) 約66dB 約71dB 

寸法 W×D×Ｈ 924×412× 777mm 1280×402×787mm 

質  量 約94kg 約121kg 
 

消耗品 

 

ベルト・・・・・・・・・・・3VX-560(TCC-1.5R)／3VX-600(TCC-2.2R) 

エアーフィルタR・・・・・・ 約３年交換(TCC-1.5R／TCC-2.2R共用) 

クランクフィルタ・・・・・・約３年交換(TCC-1.5R／TCC-2.2R共用)   

 

保証について 

 

本機は、本取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で納入後一年以内に故障または不具合が生じた 

場合は、無償にて修理いたします。ただし次のような場合には保証の対象外であり、有償修理扱いと 

させていただきます。 

また、本製品の故障または不具合に伴う生産補償、営業補償、復旧費用などの二次補償に対する保証、 

および本製品の故障または不具合に伴い発生した物的損害、人的損害を含む二次的損害に対する保証は 

致しません。なお、本保証は日本国内で使用される場合に限り適用されます。 

 

 1.定格を超える圧力で使用された場合。 

 2.取扱説明書に記載された仕様の条件を超える過酷環境下(異常電圧、異常温度、粉塵の多い所など)で 

  使用された場合。 

 3.製品を無断で改造された場合。 

 4.本取扱説明書、製品本体に貼られた注意銘板に記載した注意事項および点検・整備を順守されなかっ 

た場合。 

 5.火災、地震および水害などの天災地変に起因する故障または不具合。 

 6.消耗品、付属品などの交換をおこたったことに起因する故障または不具合。 
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点検整備記録表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 証 書 
 

本証書は、本証書に記載された製造番号（シリアル番号又はロット番号）の 

商品が、当社に於いて入念に製作し厳密な検査を完了して出荷されたもので 

あることを証明し、かつ納入後 1年以内に万が一発生した自然故障に対し、 

当社が無償修理の責任を負うことを保証するものです。 
 

製品名 

製造番号 
（シリアル番号 

又は 

ロット番号） 

 

 

当社指定の製造番号が入ったシールを 

貼付していないものは無効です 

 

   

 

※ご住所 

〒 

 

 

TEL    （     ）      

※ご芳名 様 

※納入日 年     月     日 

保証期間 納入日より 1年間 

※販売店名 

 

 

 

 
 

※ご住所・ご芳名・納入日・販売店名の欄に記載がない場合は無効になります。 
 

保証内容 
 

 
(1)「正常な使用状態」において「製造上の責任」 による故障について保証 

適用します。 

(2) 次の場合は保証期間中でも「有償修理」となります。 

(イ)取扱説明書及び添付文書等に記載された注意事項・使用環境・使用方法 

・日常点検及び保守点検等を遵守しなかったことによる故障 

(ロ)火災、地震等天災又は異常電圧等による故障 

(ハ)保証書の所定事項の未記入、押印もれ、又は文字を勝手に訂正された場合等 

(ニ)製品に付属している消耗品等 

(3) 保証期間経過後又は保証適用外の故障につきましても、誠意をもって 

修理いたします (実費修理となります) 
TGYA1-01V-15001C 

V41-03-K007B 

 


